
~i:~~~l~~~F~~=F~~*4~~~~~.~~~~E~: Health & Sport Science, The Univ. of Tsukuba 5 : 183-193 1982. - 183 -

~~~~tD__.~i ~~~: ~)~:~i~ iC ~I ~ ~ ~T5ft~ 

'"*~L*?~~~~~cD~~=~~ ~~i~ ~ ~~,L~I~ 

~~~f~~" -* ~~l tr~f E~ f~:* 

A Study on the Teacher Education of the Health Edudation 

- the Student Teaching of the University of Tsukuba -

Shohachiro OHTSUKA, Kunihiko FUJISAWA, Yoshikazu NOMURA, 
Kohichi IWAI* and Katsuhiro OKAZAKI* 

The purpose of this study was to make clear the present status of the student teaching in the teach-

ing training course of the health educators. 

The investigations were conducted three times to the students of the School of Physical Education 

at the University of Tsukuba. 

The first investigation was conducted just before the student teaching term, and the second inves-

tigation was conducted after the term. And the last investigation was conducted in the next year when 

the students graduated and became the health and physical educators. 

The items of the investigations were made on the educational activities that they charged in the 

student teaching and they were charging in the schools after the graduation, and their desires and opi-

nions to them. 

The following results were obtained : 

1 ) In the student teaching, many students cultivated their self-confidences to develop desirable human 

relations with pupils or other teachers, and to give guidances well in the homeroom activities. 

2) After graduation, they recommended that the students should participate in many extra-curricular 

activities (homeroom, school events and coaching of sports club) during the time of the student teaching. 

3) They also recommended that the students should teach various types of exercise then. 

4) Many students, who had charged the health instruction in the student teaehing, cultivated their 

self-confidences about health education. So they thought that every students should charge the health 

instruction in the student teaching 

5) About half of them thought that it is not necessary to reform the teacher license system. But some 

of them not having the "health education" Iicense answered that they needed the "health and physieal 

education" Iicense only, or the license should be devided into the two types such as "physical education" 

and "health education". 
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　本研究では，教員の養成課程において高めるべ

き資質能力を

　（1）教師一般に要求されるもの　（2）保健

体育担当教師として要求されるもの　（2）’保健

担当教師として要求されるもの

に分けて捉え，各々は教育実習を含めて，養成課

程のカリキュラム全体によって高められるとした。

　そして本研究では教育実習の役割をカリキュラ

ムの中でr教育現場において，児童・生徒との接

触をとおして，教師たるに必要な基盤を確立する3㍉．

ことをねらうものとして位置付けた。ゆえに，教

育実習において実習生は，実際に教職に着いた場

合と同様な，あるいはそれに近い範囲の教育活動

の指導経験をすべきであるとの前提に立っている。

1）筑波大学体育専門学群における教育実習の

実態を把握する。

2）実習生が卒業後，教職に就いた場合に現場

で実際に行っている教育活動の状況並びにそ

れらに対する意識を明らかにする。

3）教育実習経験並びに現場経験による，教育

活動に対する意識の変化を明らかにする。

第皿章　研究方法

　本研究は，昭和55年度筑波大学体育専門学群の

4年生を対象に，教育実習前と教育実習後，及び

彼等が卒業後，教職経験が約3ケ月経過した時点

の3回にわたる質問紙調査を中心に進められた。

　詳細は次の通りである。

　第三節　研究目的

　本研究は，保健担当教員の養成の実情を改善す

るための基礎的な資料を得ることを目的として行

われた。

　そのため，具体的には以下のことを主眼とした。

　第一節　調査対象

　同一時期に多数の学生が教育実習を行い，卒業

後教職に就く者が多い筑波大学体育専門学群の4

年生を対象に調査した。

　○教育実習前調査の対象者数

Tab1e1 The　Sty1e　of　Student　Teaching　Schoo1s

Wher~ No. of 
Variable 

abouts Schools 
Male Female Total 
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 School 
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 c
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16 
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6
 High Sehool 

Tota.l 58 179 49 228 
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　228名（男子　179名，女子　49名）

　これは，昭和55年度r保健体育」の教育実習

　を受けた者全員である。

有効回答数193名（男子146名，女子47名）

　回答率は84．6％（男子8ユ．6％，女子95．9％）

○教育実習後調査の対象者数

　228名，これは実習前調査と同一である。有

効回答数167名（男子123名，女子44名），

　回答率は73．2％（男子68．7％，女子89．8％）

○就職後調査の対象者数

　146名（男子114名，女子32名）

　これは，卒業後，教職に就いた者全員である。

有効回答数　88名（男子70名，女子ユ8名）回

答率は60．3％（男子61．4％，女子56．3％）

第二節　調査方法並ぴに調査時期

○教育実習前調査

　昭和55年4月実施：「保健体育」の教育実習

　を受ける学生のために行われたオリエンテー

　ションの場を利用して調査した。

○教育実習後調査

　昭和55年6月実施：教育実習期問終了直後に

　掲示によって調査用紙の配布を連絡し，適宜

　回収した。

○就職後調査

　昭和56年6月～7月実施：調査用紙を該当者

　に郵送し調査した。

第三節　調査内容

主な調査項目は次の通りである。

○実習前調査

1）以下の項目に対する“意見”

　①保健体育免許制度　②筑波大学の教員養成

　カリキュラム，③教育実習の時期，期間　④

　実習参加制限　⑤実習校の制限　⑥大学教官

　の訪問指導　⑦その他

2）以下の項目に対する“希望”

　①r保健」の授業担当　②クラブ活動への参

　加　③ホームルームヘの参加　④担当時間数

　⑤実習校での指導方針　⑥その他

3）以下の項目に対する“自信”

　①r保健」の授業担当　②r体育」の実技指

導　③r体育」の理論指導　④生徒との交流

⑥指導教官との交流　⑥他の実習生との交流

⑦健康管理　⑧クラブ指導　⑨ホームルーム

指導　⑭指導案の作成　⑭その他

○実習後調査

1）以下の項目に関する“実態”

①担当時問　②指導案に関する指導　③教授

法，教材に関する指導　④服装，礼儀，態度

　に関する指導　⑤学校行事等における指導，

⑥ホームルームヘの参加⑦クラブ活動への

参加　⑧学校行事への参加　⑨大学教官の訪

問指導　⑩その他

2）以下の項目に対する“意見”

①筑波大学の教員養成カリキュラム　②実習

校の制限③保健体育両方の担当　④実習時

期，期間　⑤実習参加制限　⑥オリエンテー

　ション　⑦在学時の教員志望　⑧その他

3）以下の項目に対する’ら感想”

実習前調査3）に同じ

○就職後調査

1）以下の項目に関する“実態”

①所有免許　②専任か否か　③クラス担任

④クラブ顧問　⑤授業担当　⑥教育実習受入

れの有無　⑦生徒との交流　⑧他教員との交

流　⑨運動クラブの指導　⑩学校行事への参

加　⑪生徒指導　⑫校務分掌　⑬その他

2）以下の項目に対する“意見”

①筑波大学教育実習実施法に対する意見（時

期，期問，参加制限，実習校制限，オリエン

　テーション，大学教官の訪問指導）　②教育

実習一般についての意見（授業担当，担当実

技，ホームルーム担当，クラブ指導）　③保

健体育免許制度　④筑波大学教員養成カリキ

　ュラム　⑤その他

第皿章　調査結果並ぴに考察

　第一節　教育実習の実施状況

　第一項　筑波大学における教育実習の概略

　筑波大学における教育実習の実施方法は，東京

教育大学の頃の実施方法をそのまま受継いだ形を

とっており，今回調査した教育実習は，昭和52年

6月に第1回目の教育実習を実施して以来，大学



として4回目の実習にあたる。実施方法の主な特

徴を挙げると次のようになる。

　①　教育実習校は，附属学校もしくは協力校に限

定されており，実習生の出身学校での実習は認め

ていない。　また，協力校の選定は大学の全学的

な組織（委員会）で行われている。

　②　教育実習を希望する学生に，大学では単位取

得の面から制限をもうけている。つまり「教育原

理」「教育心理」「道徳教育の研究」「教科教育法」

の単位を3年次終了までに取得していないものは，

実習ができない。　また，将来教育職に就く意志、

のない者及びオリエンテーションを欠席した者も，

実習を受けられないことになっている。

　③　教育実習の時期と期問は，r保健体育」は5

月～6月にかけて4週問，他教科は受け入れ校の

都合で5～6月あるいは9月に3週問行われている。

　④教育実習のためのオリエンテーションは，全

教科の実習希望者を一堂に集め行われる第1次オ

リエンテーションと，実習生が各実習校に出向い

て受ける第2次オリエンテーションが準備されて

いる。　また，’「保健体育」の実習生に対しては，

第1次と第2次のオリエンテーションの間で，特

別に学群オリエンテーションが実施されている。

オリエンテーションでの指導者は，第1次が主と

して附属学校の教員。第2次は各実習校の教員，

学群オリエンテーションは体育専門学群の教育実

習委員等である。

　⑤　大学教官による実習校への訪問指導が実施

されており，実習期間中にすべての実習校へ少な

くとも1回は，教官が出向いている。　特にr保

健体育」の実習生を受入れている学校へは，体育

専門学群の教官が2回以上訪問することになって

いる。

　第二項　r保健体育」の教育実習

　1）教育実習校

　昭和55年度のr保健体育」の実習校は表1の通

りである。

　実習希望者が多いために，協力校が大学所在地

外にかなり分散しているうえに，附属学校も遠隔

地にあるため，半数以上の実習生が実習期間中，

寄宿生活を強いられている。　従って，実習生の
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多くが，時問的にも経済的にも，また学習環境の

面などでも，かなり負担を背負っている。

　2）授業担当時数

　調査対象実習生の授業担当時数は表2の通りで

ある。

　体育の授業担当時数の最少の者は6時間，最多

の者は90時問であり、実習校によってかなりの差

がみられた。　保健の授業担当時数では，一時間

も担当しなかったものが26．5％に及んでおり，教

育実習の運営上，非常に大きな問題であると思わ

れる。r保健体育」以外の授業担当時数では，地

元（大学所在地付近）の中学校で実習した者に多

い傾向が見られた。

　3）授業外活動

　実習校における授業外活動のうち主なものの活

動状況は次の通りである。

　①運動クラブの指導

　実習中，放課後に運動クラブの指導をした実習

生は91．6％，しなかった学生は8．4％であった。

実習生も得意種目だけに，かなり積極的に臨んで

いる傾向がみられた。　また，協力校の一部には，

クラブ指導のために，実習生の得意種目を指定し

ている例もあった。

　②　ホームルームの指導

Tab1e2　Teaching　Hours

Teaching No. of 

Hours 
(%) 

cases 
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　実習中，ホームルームの指導を行った実習生は

7ユ．3％，行わなかった者は28．7％であった。

実習生の中には，ホームルーム指導で生徒と印象

的な交流をもった者が少なくないので，今後は，

是非，多くの実習生にホームルーム指導の経験を

さ芦たいと考える。

　③　学校行事への参加

　学園祭や校内競技会等の学校行事に参加した実

習生は74．8％で，参加の機会がなかった者が25．2

％であった。

　以上のように，筑波大学における教育実習の実

施状況が明らかになったが，大学所在地と実習校

の地理的な問題や実習校におけるr保健」の授業

担当徹底の問題，授業外活動の実習の充実等が，

今後検討されなければならない。

　第二節　教育職に就いた者の活動状況

　第一項　就職先の学校種別

　昭和55年度に教育実習を受けた228名の卒業後

の進路は，昭和56年6月現在，教育職についた者

146名（61．1％），進学・研究生45名（18．8％），

教職外就職者31名（13％），その他及び不明17名

（711％）である。　尚，教職に就いた者及び回答

者の学校種別は表3の通りである。

　第二項　授業担当の状況

　教職に就いた者が，昭和56年1学期にどのよう

に授業担当しているかをみてみると，r体育」のみ

担当している者が19．3％，r保健」のみ担当は0％，

「保健体育」担当が76．1％，「保健体育以外」担当

が415％であった。

　第三項　授業外活動

　勤務校における授業外活動のうち，主なものの

活動状況をみると，次の通りである。

　①運動クラブの指導

　運動クラブの顧問教員になっている者が86．4％，．

運動クラブを指導している者が95．4％であった。

担当教科の性格上，運動クラブの指導はかなり積

極的に行われている傾向にある。

　②　クラス担任

　新任教員であるが，クラス担任をすでに受け持

っている者が25．3％いた。

　③　学校行事への参加

　現場教員にとって，学校行事への参加は避けて

通れないものであるが，新任約3ケ月で95．1％の

者が，何等かの学校行事に参加していた。

　④　校務分掌

　非常勤講師を除いて，現場教師は何等かの校務

分掌を担当しているが，着任後約3ケ月問に，担

当校務分掌に伴う活動を行っていた者が87．4％で

あった。　担当校務分掌の名称は学校によってま

ちまちであるが，保健や生徒指導関係の校務分掌

の担当が多かった。

　尚，担当校務分掌に係わりなく，学校保健活動

に参加していた者は．70．1％，生徒指導を行ってい

た者は88．5％であった。

　以上のように，卒業後教育職に就いた者の活動

状況が明らかになったが，教育実習を受けても希

望通りの教育職に就けるものはr約6割であるこ

と，教育職に就いた場合，大半の者がr保健」の

担当をしていること，着任後直ちに諸々の授業外

活動を担当していること等が，今後の教育実習の

Tab1e3　The　Types　of　Schoo1s　They　A正e　Engaged　in

No. of Teachers Valid cases 

Variables Male Female to tal Male Female total 
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4
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Schools for blind Mentally and Ph sically handica ed children 

7
 

1
 

8
 

5
 

1
 

6
 

Techicall Coiledge and others 1
 

o
 

1
 

O
 

o
 

o
 

Total 117 29 146 71 17 88 



あり方を考えるうえで少なからぬ示唆を与えるで

あろう。

　第三節　教育活動に対する意見及ぴその変容

　第一項　教育実習の実施形態に対する意見

　三度にわたる調査から，教育実習や現場での教

育経験により教育実習の実施状況や教育活動に対

する意見がどのように変容するかということを見

ることができた。

　1）教育実習の時期

　現行の実習時期をr適当である」とする者とr不

適切である」とする者の2グループに分けられる

が，3度の調査ともそれぞれ両グループの占める

割合は同様である。その際，不適切と回答した者

の多くは，運動部の試合，教員採用試験，卒業論

文等多忙な時期であるためという理由をあげてい

る。しかし，実習前後を通じて適当としていた者

でも，就職後には不適切であると変容した者も比

較的多く，「在学時を考えると多忙な時期であった」，

あるいはr現場でも忙しい時期にあたり十分面倒

をみられない」という理由があげられた。

　文部省教育職員養成審議会教育実習に関する専

門委員会の調査研究では，実習時期は一般大学生

の多くの場合が4年次に行い，教育系大学生では

3年次に行う場合もかなり多いということが明ら

かになり，また一般大学生の52．1％，並びに教育

系大学生の72．8％の者が3年次を希望しているこ

とが示された。2）またこれまで，筑波大学体育専門

学群においては，実習校指導教官，実習生ともに

4年次に実施することが望ましいとする者が多か

ったという調査報告もある。5）

　この調査結果のちがいは，体育専門学群の特殊

な状況，たと’えばほとんどの学生が運動部に所属

しているため試合等の日程の関係でこの時期以外

に適当な時期がない者が多い（この時期に試合等

が重なる者もいるが）ことによると思われる。

　なお，国公立の教育系大学において，複数の学

年にまたがって実施する分散実習を志向する大学

がしだいに多くなる傾向が認められることも指摘

されている4）が，今回の調査においても，2期に

分けて実施すべきと答えている者が少しではある

がみられた。
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　2）実習期問
　就職後の調査で，現行の4週問の実習期問を肯

定している者は84．1％であるが，そのように答え

た者は実習前後も一貫して4週間が適当な期間と

していた。また，実習前には期間を不適切として

いた者でも，実習後，就職後では4週問が適当で

あるとするように考え方が変化する傾向がみられ

た。また，実習校指導教官の多くも実習期間は4

週間が望ましいと判断していると報告されている。5）

　この点，先の文部省の調査によれば，一般大学

生は望ましい実習期問を2～4週間，特に3週間

としている者が多いのに対し，教育系大学生では

3～7週間以上，その中でも特に4週問としてい

る者が多くみられることが指摘されている。2j

　3）参加制限

　ほとんどの大学で何らかの教育実習履修要件を

定めており，その多くは専門教育科目（教育原理，

教育心理学，教科教育法等）め所定単位を傷号し，

教員志望の意思を有すること等であるということ

が報告されている。2）

　体育専門学群でもこのような制限を設けている

が，r実習とはいえ教育する立場になるのであるか

らそのような制限は必要である」とする者が多く

みられた。一方，実習前には現行の制限を肯定し

ていたが，教育実習経験の中でこれらの科目が実

際にはあまり役立たなかったという理由で，現行

の制限を減らす，あるいはなくすべきであるとす

るように変容する者が比較的多くみられたが，就

職後にはこれらの者も現行の制限を肯定するよう

に再度変容していた。　　　　　　　　　、

　4）実習校の限定

　実習前の調査では，出身校で実習を受けたいと

する者の割合が多いが，実習後，就職後と現行の

制度を肯定する割合が多くなる。しかしながら，

まだ相当の者が出身校で受けたほうがよいと答え

ており，その理由として経済的な問題，宿泊施設，

交通の問題，就職希望地域の理解などがあげられ

ている。

　文部省によれば，大学と実習校の問には，実習

期間中のみの協力関係がみられる場合が多く，継

続的な連携関係が確立されている例は少ないこと，

教育実習の効果を高めるためには相互協力の関係
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にある公・私立学校において継続的な受入れが行

われるのが望ましいこと，近年教員免許取得希望

者の増加に伴い，一般大学では教育実習を実習生

の出身校にゆだねる傾向が強くなり，教育実習が

安易に行われているとの批判を招くに至っている

ことなどが指摘されている。2）

　5）オリェンテーション

　就職後の調査で，オリエンテーションがr＋分

役立った」とする者が3ユ．4％であったのに対し，

rあまり役立たない」とする者は，62．8％を占め

た。また，多くの者が内容が実践的でない点を指

摘しており，今後の改善が必要と思われる。

　教育実習の効率化，円滑化を図るため，教育実

習の事前指導の改善充実は重要であり，オリエン

テーションを必ず行っている大学が多く，その内

容として教育実習の意義・目糺心構えや態度，

実習の内容や方法の概略，実習校の概要等が挙げ
られている。2）

　6）訪問指導
　就職後の調査では，現在行っているような訪問

指導をr不要である」とする者はみられなかった。

そして，現在の制度を肯定するような意見を持っ

ている者が約70％，一層の充実を望む者が30％ぐ

らいみられた。

　文部省の調査では，教職員を必らず派遣してい

る大学は少なく，更に，教育実習の内容面につい

ての実地指導を行うところは少ないことが指摘さ

れ，現在派遣教職員が行っている主な職務内容と

して，実習校との連絡調整・実習態度の指導が挙

げられている。2）

　第二項　教科外の教育活動の参加に関する意見

現場の教師は教科指導の他に学校生活全般にっ

いても指導することになるため，実習期問中にす

べての内容について実習させることは困難である

にしても，出来るだけ多くの活動に参加させ，ま

た実習生にそれらの内容の重要性を理解させると

ともに，資質・能力の向上につなげることが望ま

しいと考えられる。

　1）生徒との交流

　実習前の調査で，生徒との交流を「うまくやる

自信がある」と答えた者は76．0％である。また，

実習後の調査で，現在も現場でrうまくやってい

る」と答えている。これらの回答は実習前後で一

貫しており，実習前に自信があり，生徒との交流

がうまくゆき，現在もうまくやっているとするパ

ターンを示している。一方，就職後の調査で，現

状はうまくいかないことが多いとする者は10．0％

であるが，この回答をした者は全員，教育実習前

にうまくやる自信がないと答えていることは注目

される。

　また，実習前の調査で，教育実習に期待するこ

ととして，生徒との交流をあげる者が最も多い反

面，生徒にとけ込めるかどうか，あるいは生徒の

前で話ができるかどうかといった不安を訴えてい

る者が1割程度いたことから，教育実習に参加す

る前からそれらの学生達に自信を持たせるような

配慮が必要と思われる。

　2）他の教員との交流

　現場経験の豊富な教師との交流をうまくやるこ

とも必要であるが，実習前にrうまくやる自信が

ある」と答えた者は73．7％であった。また，実習

後，87．7％の者がrうまくやれた」と答えた。更

に，就職後の調査でも80．7％の者がrうまくいっ

ている」と答えている。

　3）クラス担任

　就職すると同時に，2割弱の者がクラス担任，

1割の者が副担任を務めているという現状から，

教育実習中にホームルームを担当しておくことは

有意義であると思われる。この点について実習生

の考え方を見ると，実習前の調査では，75．9％の

者がホームルームの担当を希望していると同時に，

就職後の調査でも，78．4％の者が実習生にホーム

ルームを担当させるべきとしている。

　4）学校行事

　卒業後の調査では，学校行事に参加することに

より，学校行事に関する様々な知識・技術を得た

り，生徒を理解することができるという理由で，

85．2％の者が実習生を学校行事に出来るだけ参加

させるべきと答えている。

　この点については，教育実習時に学校行事に参

加し，就職後の調査で，実習生を学校行事に参加

させるべきであるという意見を持ち，また実際に

現場では学校行事への参加をうまくやっており，今



後も積極的に機会を増やしたい，あるいは現状維

持程度でよいと考えているというものが約半数で

あるということから判断して，経験による効果が

大きい活動であると言える。

　5）運動クラブの指導

　教育実習前では，クラブ活動に参加して指導し

たいという希望を88．8％の者が持っており，また，

75．9％の者は「うまくやる自信がある」と答えて

いる。教育実習で，実際にクラブ活動の指導に参

加した者は91．6％であるが，そのうち，うまくや

れたと答えた者は，66．4％であった。さらに，就

職後の調査で，実習生にクラブ活動の指導をさせ

るべきであると考えている者が83．0％であり，そ

のうち，59．8％の者が「うまくやれている」と’答

えた。なお，今後クラブ活動の指導を減らしたい

という者はなく，79．1％の者が積極的に機会を増

やしたいとしていた。

　6）学校保健活動

　現在，学校保健活動に参加している者は約70％

であり，そのほとんどが活動に意欲を持っている

ようである。また，実習生に，教育実習中にも学

校保健活動に参加させるべきと考えている者は

63．6％であったが，その理由は明確でなく，単に

経験を得させるほうがよいといったことがあげら

れている。

　第三項　教科指導活動に関する意見

　1）指導案の作成

　実習前に，指導案について十分な指導を受けて

いないため，うまく作成する自信がないとする者

が83．3％を占めている。さらに，実習後の調査で，

指導案をうまく書けたと答えた者は58．1％，また，

自信がついた者49．3％であり，うまく書けた者は

そのことにより自信がついたと答えた。一方，う

まく書けなかったと答えた者は，まだうまく青く

自信がつかないとしている傾向がみられた。

　このことから，現状では指導案の作成の自信は，

教育実習校における指導教官による指導の成果に

よるところが大きいといえる。

　2）体育実技
　実習前の調査で，体育実技の指導についてうま

く教える自信がないとする者は62．8％であるが，
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実習で担当した種目の中に，自分の専門種目が含

まれていた者が47．0％であったこともあり，体育

実技の指導がうまくできたと答えた者が6工．3％で，

その結果，63．6％の者が実技拾導に自信がついた

と答えていた。実習生は，実習で2種目あるいは

3種目の体育実技を教える者が多くみられたが，

就職後の調査で，実技担当について意見を求めた

ところ，現在のように「専門の種目を中心に実習

させるべきである」と答えた者は，わずか3，4％

で，70．9％の者が「多種目にわたって実習させる

べき・である」と答えている。

　また，現状について，「うまくやっている」ある

いは「だいたいうまくやっている」と答えている

者は48．3％であり，25．3％は，「うまくいかない

ことが多い」としている。さらに，「うまくいかな

いことが多い」と答えた者の理由では，専門以外

の種目の指導法がよくわからないこと，不得意な

実技種目があることなどがあげられていた。

　3）体育理論
　体育理論にっいては教育実習で指導しなかった，

あるいは現在でも指導をしていないと答える者が

多い。実習前に，うまく教える自信があると答え

た者は36．5％であったが，指導した者の約半数が

うまくやれたと答えていた。しかし，うまく教え

る自信がついたと答える者は少ないようである。

就職後の調査でも半数以上の者がまだ担当してい

ないという現状であるが，今後積極的に機会を増

やしたいと考えている者が60．8％であった。

　第四項　保健授業の担当に関する意見

　教育実習において，r保健」の授業担当時問数

が少なく，r体育」偏重，r保健」軽視の傾向がう

かがわれることが指摘されている5〕が，実習後の調

査では2615％の実習生がr保健を担当しなかった」

という実態が明らかにされている。

　実習前の調査では，保健の授業をr担当したい」

がrうまくやる自信がない」者が多い傾向がみら

れる。また，担当した者の中で，rうまくやれた」

とする者が46．3％で，「自信がついた」とする者が

54．2％という結果がみられたが，体育実技と比べ

て，うまく授業をするr自信がない」とする者が

多いようである。また，「うまくやれた」と答えた．
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者，r自信がついた」とした者の割合は，体育実技

の場合と比べて多少少ないようである。

　就職後の意見では全員枇「現場に行くと保健

と体育の両方を担当することになる」のでr保健

と体育の両方を教育実習で担当すべきである」と

答えている。実習校指導教官の中には，体育だけ

の実習で保健体育科の実習とみなしたり，「体育」

の実習でr保健」の実習を補えるという意職を持

っている者もある5）が，今回は，そのような考え

を持つ者は見られなかった。

　現在保健を担当している者で，rうまく，あるい

はだいたいうまくやっている」と答えた者は23．0

％で，体育実技指導の場合に比べて少なく，逆に，

「うまくできているかどうかわからない」と答え

る者が多くなっている。なお，今後の希望は，体

育実技の場合と同様，r積極的に機会を増やした

い」と考えている者が多くみられた。

　取得している教員免許が保健体育科のみの者は

8715％で，12．5％の者は保健科，保健体育科の両

方を取得しているが，現行ではこのよテに保健の授

業を担当できる教員免許が2種類あり，『保健』の

免許を合わせて有している者は，この制度をr現

行で良い」と考えているのに対し，『保健体育』

免許のみを所有している者は，r免許を『保健体育』

のみとし，『保健』を廃止してもよい」と考える傾

向がみられ，さらに，「『保健」と『体育』を分離

し，それぞれの担当者を別個に養成すべき」と考

える者がみられた。これらのように，『保健』と

『保健体育』の両方の免許を所有している者と

『保健体育』免許のみを所有している者の考え方

の間には，有意な差がみられた（表4）。

　また，最近『保健体育』の免許を，養成課程に

おいて履修した科目によって，『体育主の保健体

育』免許と『保健主の保健体育』免許の2種類に

すべきだという主張もあるが，これに対しては，

約半数はrどちらとも言えない」と答えている。

　体育専門学群の教員養成カリキュラムが目指す

べき方向について，就職後では，r体育実技の指

導法を重視すべきである」とする者は74．7％と多

く，r保健に関する基礎学問」が重要とする者が

36．8％，r保健の指導法（授業展開）」が37．9％

であり，またr体育実技の習得を重視すべき」と

する者は34．5％であった。
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　第w章　総括並びに結論

　今回の調査研究により，筑波大学体育専門学群

における教育実習の実施状況，卒業後の現場にお

ける活動状況，並びにそれらの諸活動等に関する

彼等の考え方が明らかになった。以上の調査結果

から導き出された結論をまとめると，以下の通り

である。

　教育実習において，生徒や他の教員との交流に

積極的であったり，グラス担任を経験することに

より，それらの活動に対して「自信をつけた」者

が多く見られた。また，就職後においても，実習

生の教科外活動（クラス担任や学校行事，クラブ

活動）への参加を肯定する意見を有する者カ多く，

実習の効果が明らかになった。

　教育実習時には，体育実技の指導に関してr自

信がついた」者でも，実際に現場に出てからは，

専門外あるいは苦手な運動種目の指導に直面し，

困難をかかえている場合が見られる。これらのこ

とから，彼等の多くも望んでいる様に，実習時に

多種目の指導を経験することも重要と思われる。

　保健の授業の担当に関しては，実習前に不安を

いだく者が多いが，授業の経験により，かなりの

者が自信をつけている。また，就職後においては，

大部分の者が教育実習における保健の授業担当の

必要性を認めている。しかし，実習生の約1／4



の者は全く保健を担当しておらず，更に担当時問

が少ない者もかなり見られる。このことは，現場

のカリキュラムに係る問題でもあるが，保健教育

担当者の養成という立場からは，重要な問題であ

ると考える。

　現在，r保健体育」と「保健」の教員免許があ

るが，半数近くの者は現状を肯定している。しか

し，r保健体育」の免許のみを有する者の中には，

「保健」免許の廃止あるいはr保健」とr体育」

との分離を望む意見も見られた。
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